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１ はじめに 

  高等学校数学科の新学習指導要領に「数学を活用

して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の

事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

現する力を養う」という目標が示されている。日々

生徒を指導していると、大学入学共通テストに出題

される現実事象を題材とした問題に対して、見当違

いな解答をしたり、すぐに諦めてしまったりする生

徒が多いと感じている。そのため、学習内容を生活

と関連付けて指導する必要があると考えた。これま

で、課題学習の授業を通じて日々の生活と関連付け

た問題に取り組ませてきたが、生徒自身にそのよう

な問題を作成させる方が、より実社会と数学の結び

付きを実感し、数学的な考え方や理解度が深まるの

ではないかと考え、この主題を設定した。 

今年度、前期課程１年生、後期課程４年生の授業

を担当している。そこで、授業実践を通じて研究し

ていきたいと考え、４年生のクラスで「数学Ⅰ」の

課題学習の研究を行うことにした。 

 
２ 研究目標 
(1)  問題作成を通じて、日常の事象と数学を関連付

ける力を身に付けさせるとともに、数学に対する
興味・関心を高める。 

(2)  関数の概念の理解を深め、関数を用いて数量の
変化を表現することの有用性を実感させる。 
 

３ 実践計画 
(1) 対象生徒 

４年生Ｂ講座（４クラスのうち最も習熟度の高
いクラスを除いた３クラスを習熟度別に分けた
ときの中位講座） 

(2) 実施時期 
７月上旬。２日間実施 

(3) 概要 
ア 導入 
  既習事項である関数について復習した。関数
を用いれば未来が予測できると伝え、今後の学
びに見通しを持たせる導入にすることで、関数
的な考え方の良さに気付きやすくした。  

 

  

 

 

 

 

イ 問題１ 

   次の１次関数に関する問題を解かせた。既

習事項ではあるが、変数の意味や１次関数の

式やグラフを用いることの良さを実感できる

ように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 問題２ 

   次に２次関数に関する問題に取り組ませ

た。文化祭の模擬店で販売する商品の金額設

定に関する問題である。数学を苦手としてい

る生徒も多い講座なので、問いを細分化し、

２次関数の授業での学びを活用している実感

を持ちやすくなるよう工夫した。 

 



問題２ 

Ⅰ 

生徒が作成した問題 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 生徒による問題作成・問題紹介 

    ２次関数を用いて最大値・最小値を求め

る問題を作成させた。問題作成は宿題とし

て取り組ませ、ロイロノートを利用して提

出させた。次の授業で問題の紹介と、作成

時に注意したことについて発表させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 生徒の感想 

・これまで数学が日常生活で使われてい

ることを感じたことがなかったが、様々

な場面で用いられていることが分かり、

数学の便利さを感じることができた。 

・最大値や最小値を事前に考えておくこ

とで販売の場面ではリスクを抑えるこ

とができるのではないかと感じた。数学

を実生活に生かしていきたい。 

・家にあった数学の参考書の問題をアレ

ンジして問題を作成したが、解が現実的

にありえない数値になってしまった。問

題を作成する難しさを感じた。 

・これまで、１次関数は日常で用いること

ができる印象を持っていたが、２次関数

は難しく、そういった印象を持てていな

かった。利益を求める問題を解いたり、

自分で問題を作成したりすることを通

して、２次関数を日常生活に引き付ける

ことができた。 

・数学に対する苦手意識が薄れた。 

 

４ 研究のまとめと今後の課題 

  生徒に問題作成をさせたところ、面積に関

する問題、売上金額に関する問題など、日常

生活における数量関係を題材とした問題が

多く見られた。その中には、１次関数を利用

する問題があった。２次関数を利用しない問

題について考えることが、２次関数への理解

を深めることにつながり、関数関係を考察さ

せる良い機会になったと感じている。また、

生徒が問題を作成する際に、「平方完成しや

すい数値を設定すること」や「日常生活の事

象として考えるために負の数が扱えない」な

どの意見があり、既習事項を振り返り、学習

につなげようとする様子がうかがえた。今回、

課題学習として問題作成をさせたことが、実

社会と数学の結び付きを実感させ、数学への

興味・関心と関数への理解の深まりにつなが

ったのではないかと考えている。 

  今回、新型コロナウイルス感染症対策のた

めに話し合いをする場を設けることができ

ず、十分な協議をさせることができなかった。

今後、様々な分野を通じて問題作成学習を取

り入れていきたいが、状況に応じて議論の場

を設けながら、理解の深まりや表現力が育成

できるかどうか研究していきたい。 

 

 

ある八百屋さんで、昨日、りんごを 1個 100 円で売る

と、１日に 60 個売れた。りんご 1個の値段を５円下げ

るごとに、１日のりんごの売上げは 10 個増えることが

分かっている。りんご 1個の値段をいくらにすれば１

日の売上金額は最大になるか。 

長さ 24 センチの針金を２本に切り、それぞれの針金を

折り曲げて正方形を２つ作る。これらの面積の和を最小

にするには、針金を何センチと何センチに切ればよい

か？ 

縦 12m、横 18m の長方形の形をした土地に、同じ道幅の

道路をつけました。余った土地全体の面積が最小である

とき、道路の道幅を求めなさい。 

俳句部の部員たちは、お泊り吟行で道後の旅館に一泊す

る計画を立てています。次の料金表を見て以下の問いに

答えよ。ただし、消費税は考えないものとし、全員で大

部屋に入るので部屋の数も考えないものとする。 

A 旅館 食事料金一人五千円 部屋一万円 

B 旅館 食事料金一人二千円 部屋五万円 

（１）５人で宿泊する場合どっちが安いか。 

（２）人数が確定しない場合どう考えるべきか。 


